
脳卒中医療連携推進事業 

 

１ 目的 

  北多摩南部保健医療圏における脳卒中疾患に関する医療について、都民が身近な地域で

適切な医療が受けられるよう、地域において急性期から回復期、在宅医療に至るまでの切

れ目のない医療・介護サービスを受けることができる仕組みを構築する。 

 

２ 事業内容 

（１）実施方法 

   地域の実情に即した脳卒中医療連携体制を構築するため、北多摩南部保健医療圏脳卒

中医療連携検討会を設置し、脳卒中医療連携体制づくりに必要な事項について検討を行

う。検討会の事務局業務を北多摩南部保健医療圏内の病院へ委託して運営する。北多摩

南部保健医療圏においては、「北多摩南部脳卒中ネットワーク研究会」の世話人会を検

討会として位置づけ実施している。 

   平成 20 年度から地域医療システム化推進事業として脳卒中医療連携事業を都全域、

圏域単位で実施。 

 

（２）委託先病院 

   平成 13 年度に発足した「北多摩南部脳卒中ネットワーク研究会」の事務局でもある、

武蔵野赤十字病院に継続して委託している。 

 

３ 令和７年度の取組 

（１）脳卒中医療連携検討会の開催 

   日 時：令和７年６月 26日 ＷＥＢ開催 

 

（２）北多摩南部脳卒中ネットワーク研究会・脳卒中地域連携診療計画合同委員会の開催 

   日 時：令和７年９月 26日  集合開催 

      テーマ：「多職種で取り組む脳卒中患者支援の実装化に向けて」 

 

（３）市民公開講座の開催 

   日時：令和８年１月 29日 

     テーマ：「脳卒中の予防と万一に備えて」 

 

（４）脳卒中多職種研修会の開催  ※第１回から第７回は昨年度までに実施  

第８回 日時：令和７年 11月 21日 

       テーマ：「脳卒中患者の家族から医療従事者へ伝えたいこと」 

   第９回 日時：令和７年 12月 13日 

       テーマ：「就労支援に関する事例検討会」 

 

（５）脳血管内治療に関する情報共有（講演会：受講者は医師が対象） 

       日時：令和７年 12月 17日 

       テーマ：「脳血管内手術の最近の進歩」 
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